(I) 〔# 「(I)」 は 縦 中 横〕 

東海道 本線 を 三等 寝台車が 走る ようになった。 だが 

あれ は、 三 段に もな つていて、 狭く、 窮屈で 養鶏 所の 

ふ ら ん き 

人工 孵卵器み たいだ。 

シベリア 鉄道の 三等 は 二 段 だ。 広軌 だから、 通路 を 

へだてた もう 一 方に も 窓に 沿って 一 人 分の 座席が あつ 

て、 全体た つ ぷリ してる。 



な 丈夫です から 安心して 下さい。 けん ど、 村 は 不景気 

だョ。 山上ん 田で も、 佐 田ん げ でも 小作 争ギ おこった。 

源 さや 忠 さや、 碌 さは 警察 さあ げられ て、 まだ 帰って 

きね え。 村で 新聞と つてい るの は 田 村 さんげと (これ 

は 東吉の 村で 村長 を やって る 男 だ) 忠 さげ だけんな つ 

たど、 忠 さん は 警察 さあ げられ たから、 新聞 ことわる 

ようにす つべ と 婆 さまが 云って いた。 碌 さの 家へ 電気 

会社の 人が 来て 線 を 切って 行った から 夜 は 口— ソクを 

つけて います。 

新 井の 伯母が 裏の 川 さは まって 死んだ よ。 ゴム 工場 

が あんまり 熱くて 目が くさって、 うつかと 川 さ 落ちて 



さも 日本の 大衆に 直接 利害の ある ことみた いな 体裁で 

騒ぎた てた 露領 漁業 組合。 —— - 

信吉が 働いて いた X X 林業 株式会社 というの も、 た 

ち は それだった。 木材 を やすく アルハラの 山奥から 伐 

リ 出し、 筏で 船まで 流して 内地へ 製紙 原料、 製 箱 用材 

として 売り込む。 それが 商売 だ。 

去年の 秋、 X X 林業 株式会社 現場 行人 夫 募集の 広告 

を 見た とき、 自転車屋が 潰れて あぶくれ ていた 信吉 は、 

気が 動いた。 

村 じ や、 あぶくれ の 三男 坊 なんか にっちもさっちも 

行く もんじゃなかった。 十日に 二日ぐ らい 日 雇が ある。 



日 雇 は 三十 銭から 七十 銭 どまり だ。 それで 食う の は 

こっち 持ち だ。 

分家 も 出来ないで ふけた 兄貴 二人が、 板の間の 火の 

きせる 

気のない 炉ば たで、 とき ど き 煙管 で 炉縁を は たきな が 

ら額 をつ き 合わして いる。 

親父 は 裏の 納屋の 方で ゴト ゴト やって る。 親父 は 小 

心で 何 かにつ けて、 兄貴た ち を，^: つてい るんだ。 

信吉 自身 は、 重苦しい 空気 を 背中に こらえて、 切 戸 

の 前へ ころが リ、 掌の 中へ かくして、 半分 吸いの こり 

の バット を、 ふかして いた。 

徴兵の がれで 嬉しい と 思った のなん か、 こうな つて 



見り や あ 糠 よろこび だ。 —— 

ええ、 行って やれ！ 

監獄 部屋 や 蟹工船の 話 をき いている 信吉に は、 XX 

林業の 現場と は どんなと ころ か、 不安で ない こと もな 

かった。 だが、 村 を 出る に 贅沢 云つ ちゃ いられない。 

親分 の ハゲ小 林と い ぅ半ズ ボンに 引率され て、 アル 

もみ 

ハラの 現場 小 舎へ 着いたら、 山 また 山の 黒つ ぼい 樅の 

葉に サ ラサ ラ ロシアの 粉雪が 降り だした。 

日本人が 事務員 を 入れて 三十 人足らず。 ほかに ロシ 

ァ 人の 労働者が 五六 十 人 稼ぎに 来て いる。 日本人 は 日 

本人の バ ラック、 口 シァ人 は 口 シァ 人の バ ラックと、 



山の 斜面に 四 棟の 小 舎が 建って いた。 

根元へ 斧 を 入れられた 樹は 先ず 頭から 振れ 出し、 細 

かい 雪煙 をた てて 四辺の 下 枝 を 折りながら 倒れる。 そ 

れに たかって 枝 をお ろす。 それから 雪の 上、 林の 間 を 

馬に 引っぱらせて アム グ ー ン 川の 上流まで 運び出す。 

そこで は 日本人 夫の 経験の あるの が、 材木 を ドシド 

シ 氷結した アム グ— ン 川へ ころがし 込んだ。 春、 解氷 

期になる と、 ロシア じゅうの 川 は気ぜ わしく 泡立ちな 

がら 氾濫す る。 今こう やって 氷の 上へ ぶちこまれ てい 

みずかさ 

る 材木 は、 アム グ ー ン 川の 氷が とけて 水嵩が ますと 一 

緒に、 河口まで ひとりでに 押し出される という 寸法 だ _ 



人夫 募集広告に は、 日魯 林業 株式会社 直営 現場と 

なって いた。 が、 それ は 表面上の ことで、 内実 は 伐り 

出しから 船渡しまで がいくら と、 親分の 請負 だ。 信吉 

のよう な 平 人夫 は 日給 二 円。 一人前の 仲仕が 二 円 八十 

銭 位と つた。 金 は、 いきなり 事務所の 会計で は 渡さず 

親分の ハンコが いった。 山で いる だけの 小遣い は露貨 

で 貰って、 残り は 日本の 金で 宅 渡し だ。 

X X 林業が 現場 を 開いた 年から 毎年 出稼ぎに 来て い 

ると いう 源が、 或る日 バラックで 腹掛の ドンブ リ から 

受けと つ て 来た 金 を 出しながら、 

「畜生、 なめて やがん な。 ル —プリ を いつだつて 六十 



「ようし、 畜生！ じ や 俺 あ 帰る まで 一文 だって 換え 

ね えぞ！」 

信吉が 例の 丸 ま つ ち い 鼻 をい からかして 力んだら、 

源が、 

「雪の あるう ちゃ 誰し もそう 思う のさ。 今に 見ろ。 春 

ん なって アム グ— ンが 流れ出して 見ろ。 つい、 そんな 

こと を 云つ ちゃ いられね えよう なと きがあ るんだ」 

だんだん 会社の からく リがバ レた。 

それでも、 X X 林業の 現場 はソヴ エトの 領土に ある 

おかげで、 労働条件が 内地より ズット ましだった。 こ 

こで は 日本人 経営の 会社に 対しても ソ ヴヱト 労働法が 



へえ。 …… 今日は また、 やに 真面目なん だね。 演説 

だ。 バラックの 奥で は ランプの 明りで 赤い 髪 を 火の よ 

うに 光らせながら、 一人の 若い 男が 立って 喋って る。 

ときどきつ つかえる。 そうかと 思う と タヮ— リシ 

チ ー! レ— ニン 何とかかん とか"： 大きな 声で 叫ん 

で 拳固 を 上から 下へ 振り まわす。 

その 男が すむ と、 眼つ かちの、 無精髭 を はやした 小 

男 だ。 唾 をとば しながら 何 か 云つ ちゃ あ、 裾の ひきず 

る ほど だぶだぶな 自分の 山羊 皮 外套 を、 片手に ひつ 摑 

んだ 防寒 帽 でもって バ サッ、 バサッ としば く。 

信吉 は、 丸 まつち い 鼻 をお かしそう に ひくつ かせて、 



た 日に や、 このまん まじ や 〔五 字 伏字 ご 

橇へ つけて 出す 材木へ 一 一人して 符牒 を 入れて いると 

ころ だ。 

「会社 は 日本人 夫 を あっち さ 近づけめ え、 近づけめ え 

としてい るんだ」 

「 」 

「ロシア 人夫 あ、 お前、 俺等み てえ に てんでん バ ラバ 

ラに 狩り あつめられて 来たん じ やねえ。 自分の 組合 

もってて、 政府の 職業 紹介 所から 団体 契約で 来て るん 

だ。 そんだ から、 X X 林業に とつち や 日本人 夫なん ぞ 

一 人 や 二人 どうしょうと こわくね え。 奴等の 都合で 難 



働 者の 国なん だ。 ソヴ エト だ。 XX 林業の 日本人 足の 

しび 1 

バ ラック だけが、 わざと 痺ら されて 何にも 知らず ボ— 

としてる が、 つい 山の 外 じ や、 もっと、 もっと 何 か 素 

晴らし い ことがあ るに 違え ねんだ！ そうじゃ ねえ 

か？ ここの 地べたに 生えて る 木 を 伐って る だけで、 

八 時間 労働に 有給 休日と いう、 内地 じ やめぐ り 会えね 

え 思い をして いるんだ。 

信吉 は、 目立たない ように ハゲ小 林から ル— ブリを 

ひき 出した。 

春に なった。 アム グ ー ン川が 流れ だした。 日本人 夫 

ぬかるみ 

は、 トビ 口 を かついで、 春の 泥濘に す ベリながら 低い 



んだ。 

いよいよ、 X X 林業の 現場 引 あげが 目の前に 迫る と、 

若い 信 吉の心 は 苦しくな つた。 

半年、 大きく ゆったりした ロシアの 山の 中で 働いた 

後、 喜久地 村の いじけた 希望の ない 暮 しへ は 何として 

も 戻る 気になれない。 この 折 をのが したら、 もう 二度 

と 日本 は 出られない。 手 をのば しさえ したら、 途方 も 

ない 幸福が ありそうな この ソヴ エトと いうと ころへ は 

来れな いんだ。 今、 この 折 をのが したら。 —— - 

ロシアの 春の 夜の 濃い 闇の 中で、 信吉は 幾晚も 長い 

こと 寝が えりう つた。 この 機会 をのが したら、 今 はず 



したら、 いつ、 うだつ の 上る ときが 来べ？ 

信吉 はとうとう、 明日 X X 林業 株式会社 事務所 出張 

所へ 総 集合と いう 前の 晚、 谷間の 六 号 番屋を ズラか つ 

た。 

五 

だから、 モスクワ 行 三等 列車の 棚の 上で、 卯 太郎の 

手紙 を 眺める 信 吉の心 は、 しんみり している。 

のぼ リ 

上 列車が ジ マ ー というと ころで 停った ときの こと 

だ。 みんな がらがら 汽車 を 出て 行く。 信吉 も、 カラ— 



信吉は 何しろ 財布が あやしい から 胡瓜 ゃォ ー ブラ 

(干魚) で 幾日もし のいで 来て いる。 不意と 濃い 牛乳 

を 流し こんで 見た くな つた。 

「なん ぼ？」 

四 合 瓶に 一 杯 つめたの を 指して 訊いた。 

「五十 力 ペイ キ」 

しめ、 しめ！ 確に そうきい たと 思い、 信吉は 牛乳 

瓶 をと つて、 娘の 手へ 五十 力 ペイ キゎ たした。 

すると、 どうした こった！ 娘 はいきな リロから 花 

の 枝 を ほき 出すな リ 大きな 声で 何 か 叫んだ。 信 吉の手 

元へ とびついて 来て、 持って る 牛乳 瓶 を ひったくろう 



に、 o 

な レ 

信吉は 面倒 だから、 人の 間 をぬ けて 出て しまおうと 

した。 どっこい！ いつの 間に か、 四十 がらみ の黒ル 

バ ー シカを 着た 大きい 男が 信吉の 肱を軟 かく、 しかし 

要領よ く摑ん でい る。 

「買つ たんだよ！ 買つ たんだよ！ うるせ え 奴 だ 

ナ」 

それ をお つかぶ せて、 娘が また 啜リ あげる ような 早 

口で まくしたてる。 II 

途方に くれた 信吉 が、 そのと き オヤと いう 顔 をして 

人だかりの あっち を 見た。 視線 を 追って、 数人が そつ 



ち を 見た。 

何 だ？ 

—— 日本人 だ。 

いい 装 をして いるんで、 尊敬 を ふくんだ 云い かた だ。 

話しながら ブラ リ、 ブラ リこ つちへ やって来 ていた 

二人の 日本人 は、 その 声で ヒョィ と 顔 を 向けた。 そし 

て、 立ち どまった。 

モ です？ I 

の ぼ 

年と つた 方が 奇麗に 剃った 顎 を あげて、 上気せ た穢 

い 顔 をして いる 信 吉の方 を 見た。 

「 —— 朝鮮人 だよ！」 



ち つ とぱ つか こぼれ たんです」 

縁 無 眼鏡が、 ロシア 娘に うまい こと 一 本 参らした と 

見えて、 群集 は 機嫌よ く ドッと 笑った。 さすがに テレ 

そつ. H* 

て 娘 は 桃色の 布の 端 を ひっぱりながら、 外方 を 向いて 

る。 —— - 

ール —プリ 五十 力 ペイ キも する 牛乳なん ぞ、 誰が 買 

) ゝ 

* つ 力！ 

六 

「どうもありがとう ござんした」 



「そうじゃ ねんです」 

信吉 は、 人 なつこい 気になって チラ リと 相手の 男 を 

見た。 風采 は 上らない が、 自分より 学問して いる 人間 

な ことが 感じられた。 

汽車の 下まで 来たと き、 その 男 は 腕時計 を 見た。 

「まだ 一 一分 ある」 

—— さっきから 耳に つくの は どこの 訛りなん だろ。 

|ロ 吉は可 ひなく、 

「あんた、 どっから け？」 

ときいた。 

ゆうき 

「 …… 朝鮮です。 —— ずっと 北の 雄 基の 先 だ …… じ や、 



シベリア 黒土 地方の 春 を 突っきって 走る 浦 塩 モスク 

ヮ 直通列車の、 万国 寝台車で は、 ジ エネ ヮの 国際 連盟 

へ 出かける 二人の 日本人と カナダの ソヴ エト 農業 視察 

団 がめ いめいの 車 室で ウイ スキ ー を なめてい る。 三等 

車の 板の 棚の 上で は、 どういう 目的で モスクワへ 行く 

のか はっきり わからない 知識 的な 朝鮮人と、 漠然 プロ 

レタ リア ー トの 幸運に あこがれ ている 日本の 若者 信吉 

とが、 黒 パンの 屑 を 捏ねて ポ ッポッ 喋りながら、 揺ら 

れて おった。 

(n) 〔# 「(n)」 は 縦 中 横〕 



儲の 中から 八 億 二 千万 ル— ブリ？ あと 九 億 六 千万 

ル ー プリって もの は 誰が 分けて 奪つ ちま うんだ。 筆頭 

が 企業家 = 資本家 だね。 なるほど。 そいから 実業家、 

政府の 役人、 地主。 - I ふうむ。 奴等のお こぼれで 

食 つ てるの は 句 だ？ 

「これが 宗教家 さ、 次が 淫売 婦、 ペンが つい てるのが 

御用学者に 新聞 雑誌 記者、 政治家、 役者 だ」 

この 時計 は 何 だね。 労働者が 資本家に 稼ぎ 出して 

やった 十七 億 八 千万 ル— ブリ を、 労働時間に 換算して 

見た 図 だ。 

これ だけの 金 は、 一 人の 労働者が 一 日 十 一 時間ず つ 



働き 通して、 年 六 百 六十 ル— ブリ 稼いだ ことになる。 

しかし、 本当に 労働者が 貰う 賃銀 は 全体で 八 億なん ぼ 

で、 それ を 一人 宛の 労働時間に 割る と、 たった 五 時間 

分 だ。 後の 六 時間と いう もの を、 そっくり 資本家の 腹 

を こやす ために 労働者が 搾られて いる わけなんだ。 

「ドウで え！」 

信吉は 思わず その 図の 上 を 叩いた。 

「ドイツの 学者 は、 こういう ことまで 調べ てい るんだ _ 

現在 ドイツに ある だけの 機械 を ちゃんと 労働者の ため 

に 使えば、 ドイツ じゅうの 労働者が 一生の うちにた つ 

た 八 年間、 それ も 一年に 一月 近い 休暇 をと つて、 一日 



る。 遠くの 板 囲から 起重機の 先が 晴れた空へ つん 出て 

いた。 タタ タタ タタ、 鋇 打ちの 響が する。 

仲間の 一 人が 屑 煉瓦の 中から 往来へ 電気時計 を 見に 

行った。 

「 II おう、 子供 等 茶の 時刻 だゾ」 

信吉 は、 ゆっくり 伸び をしながら 立ち上り、 帆布 手 

袋 をぬ いで 鎚 といつ しょに それ を 砕いた 煉瓦の 間へ 隠 

した。 —— どれ、 一 時 ま じゃあ 休み、 と。 —— 

二 



人みたい な 男 だ。 見て いると、 白 パンと 黒 パン を まぜ 

て 一斤 半し か 渡さない。 コマの 色が 信吉 のと 違う。 茶 

色 だ。 

誰でも 一 一斤 貰つ てるんだ ろうと 思つ て いた 信吉 は、 

それから 注意して 見る と、 労働者ら しくない 体 恰好の 

男女 だけ、 一斤 半 だ。 ソヴ エト だナ。 体 を 使う 者と そ 

うでない ものと は、 ちゃんと 区別して きめられ ている 

のだった。 

窮屈な りに、 考え てら。 

信吉 は、 ちょっと わるくない 心 持に なって、 パン を 

食い 食い ブラ リと 先の コム ナ ー ル (消費 組合 販売 所) 



も つ てる かね？」 

「子供の 手帖？」 

バ 力に すん ねえ。 憚りながら 一 人前の 大人 だよ。 信 

吉は 威勢よ く、 

「これ だ！」 

と、 ポケットから まだ 新しい 手帖 を 出して 見せた。 

「それじゃ 駄目 だ」 

どうして W すると、 売子に 砂糖 を はからし ていた 

若い 女が 愛嬌い い 眼 付で、 笑いながら、 

「米 は、 子供の 手帖で だけ 分けて くれ るんだ よ。 それ 

でな けり や、 こういう 手帖で なけり や 駄目な のさ」 



て、 空箱 をつ み 上げた 横の 窓口へ 行った。 振 向いて 見 

ると、 世話好きな 女 はちゃん とま だ こっち を 見て いて 

「そ >- j、 そ ザ 」 ！ 」 

指さして、 首 を ふって る。 

その 様子 を 見て 耳飾り を 下げた 若い 窓口の 娘が 声 を 

かけた。 

「お前さん、 なに 用？」 

モスクワ じ や 役所で も 店で も、 どっち を 向いても 女 

が 多勢 働いて いる。 信吉 は、 頭を搔 いちまつた。 

娘 は、 おかし そうに、 小脇に パン を 抱えた なり 云う 

ことが 解らないで いる 信吉の 恰好 を 見て いたが、 



てるよう に 見せて るが 事実 金 だして 買った 別の 手帖 

もってれば、 食物で も 何でも 余分に 貰える。 そうとす 

り や、 同じ こっち やねえ のか しら？ やつ ぱし、 金の 

ある 者が 金の ねえ もんより 沢山 取る ことん な るん じ や 

ねえ か 9 

その 金 を どうしてと るかと 云えば 働いて とる。 社会 

を 運転して 行く ために 必要な 労働なら、 仕事に 上下 は 

ない と 李が 云った の を 思い出し、 一層 わけが 分らな く 

なった。 

信吉が 煉瓦 砕きして とってる 金 は、 決して、 折飽抱 

えて あるいて る 技師の 月給と 同じ じ やない。 労働者の 



れ ている 一台の 荷馬車の 轅が、 下の 窓から 庭へ さす 

電燈の 光で、 白く 浮上って いる。 ブ ー ゥ …… 隣の 室で 

石油 煶 j& の 燃える 音が する。 

おや、 親爺 今日は 休み か …… 思う 間もなく、 クッシ ャ 

くさめ 

ン。 嚏が 出た。 また クッシ ヤン。 つづけ 様に 嚏 をし 

た 信吉が あわてて しっとり 冷えた シャツの 上へ 上衣 を 

ひっかけて いると、 

「いいかね」 

宿主の 大 坊主 ダリ— ゼル がの つ そりと 現れた。 

やっぱり 信吉 ぐみ で、 シャツ は カラな しだ。 コー 力 

サス 製の 上靴 を ひっかけ てる。 血管の 浮 出た ギロリ と 



—— 裁判所 9 …… 冗談 じ やねえ。 何 を 俺が したんだ。 

—— ムキ にな リ かけた。 が、 …… 畜生！ 信吉 は、 そ 

の 手 を 食う もんか！ と 手紙 をい そいで 畳んで 上衣の 

内ポケットへ 入れ、 鳥打帽 をつ かんで 室 を 出た。 

ァグ ー シャ は、 この 親爺が どんな 奴 だかよ く 知らな 

かったん だ。 ただ、 この 古い 木造の 家 全体 を 管理して 

いる 女が、 絹 織工 場で ァグ— シャと 一緒 だ もんで、 信 

吉を ここへ 世話して くれた。 

モスクワ は 古い 町な のに、 革命から こっち 政府が 引 

越して 来たんで、 住民 は 殖える 一 方 だが とても 住居が 

足りない。 政府 は 補助金 を どつ さり 出し、 職業 組合の 



だが、 古い この 木造の 家に 幾 世帯 も 住んで るの はェ 

場へ 出て いる 労働者より、 馬車 引き や、 信吉ん とこの 

親爺 のように 許可 露天商 人み た いな 稼業の ものが 多い。 

マ J の 親爺 は 信吉が 字が よめない もんだ から、 この 前 

も 、 何 だ か スタンプ 押した 紙 を 見せて 警察が どうと か 

だから 一 ル —プリ 五十 力 ペイ キ 出せと 云った。 

ミリ チア ミリ チア 

警察、 警察って 云って 紙 を 押しつけ、 手の平 をつ き 

つけた。 警察に ビク つく 癖の ついて る信吉 は、 あやう 

くール ー ブリ 五十 力 ペイ キ出 しかけた が、 銭の 惜し さ 

が 先立って、 その 紙 を 劉のと ころへ 持って つて 見せた。 

そしたら 親爺め！ 信吉の in 居 届け を 倍に ふっかけ 



信吉は 心配で、 それなり 家へ は 帰れ なくなった。 そ 

んな ところから 呼び出し を 食う 覚え ね え だけ、 薄 つ 気 

味わる い。 

信吉 は、 暫く 待って、 もう 一遍 劉のと ころへ 行って 

見る ことにした。 ァ— ク燈 のす ぐ 下に ベンチが 空いて 

いる。 そこへ 腰かけた。 一服し ようと ポケット を さ 

ぐったら、 あわく つて 飛び出して 来たんで、 生憎、 煙 

草 も マッチ もない。 

信吉は 内ポケットから さっきの 紙 をと り 出し、 踏ん 

ばった 両 膝へ 肱 をつ き、 パンと ひろげて 眺めた が —— _ 

我知らず ロシア 人の する ように 肩をすくめ、 信吉は 



すぐ 隣に、 薄い 毛の ショ ー ルを 頭から かぶった 労働 

者の 女房 風な 婆さんが いる。 偶然 隣リ あわせに なった 

らしい 若い 男 をつ かまえ くどくど 云つ てる。 

「 …… それでね、 お前さん、 その 乳牛 を 売った 二百 ル— 

ブ リの金 を 盗んだ 子供 は ど y J にかくれ て たと 思いな さ 

る？ 住宅 監理 者の 室 だよ— …… この頃の 子供なん て、 

ほんと に …… 大人より おっかない 奴ら さ」 若い おとな 

しそうな 近眼の 男 は、 幾分 迷惑そう に 脱いで 膝の 間へ 

持つ てる レイン コ J ^の 紐 をい じりながら、 

「 …… われわれの ところ じ や、 まだ 大人が ほんと に 子 

供の 育て かた を 知らな いんだよ、 お婆さん。 ホン トニ 



が 剛腹そう な 坊主頭で 現れた。 

「 ェ レ ー ナ • アレクサ ン ドロ ヴナ • パタ キン」 

布団に くるんだ 乳呑児 を 両手で 抱えた 弱そう な 若い 

女が、 ダリ ー ゼルと 並んで 立った。 図体の 大きい グ 

リ ー ゼル のわきで、 女 は 彼の 娘ぐ らいの 小さ さに 見え 

た。 

「本 事件 は ェ レ— ナ • ァレ— ク サンド ロヴナ . パ タキ 

ン によって、 チホ— ン. アル フィ モヴ イッチ. グリ— 

ゼル に対して 提起され た 養育費 請求に 関する 訴訟で 

す」 

爺め！ 信吉は 変な 気になった。 



なつたん です か？」 

女 は、 フィ とうつ むいて、 赤坊 をつ つんだ 布団 をい 

じくりながら 黙った。 

「 …… きまりわる がる こと はな いんです よ」 

励ます ように 女 裁判官が 説明して きかせた。 

「すっかり 事情が わからなければ、 私共 は あなた を 助 

けたげ る y J とが 出来な いわけです」 

「私、 仕事が ほし かったんです」 

「 それで？」 

「私 工場へ 働きに 出た こと はない し、 どうしょうと 

思つ てたら、 チホ ー ン . アル フィ モヴ イッチが、 ソヴェ 



トに 知っている 者が いるから、 野菜の 許可 露天商 人に 

世話して やる つて 云つ たんです」 

「それが 今の 職業です ね」 

フス 5i」 

「どうして 真直 職業 紹介 所へ 行かな か つたんで す 

か？」 

「 うまく 行く だろうと 思 つ たんです」 

咳き ばらい をしながら、 カサカサした 声で 女 は 話し 

た。 身持ちに なった とき グリ ー ゼル は、 俺に は 貯金が 

五 百ル— ブリも あるんだ から、 養育費 を 出して やる と 

云った。 それ だのに 赤坊が 生れて 十 力 月経つ のに 一文 



グリ— ゼルは 月 十五 ル —ブ リず つ の 養育費 支払 い を宣 

告 された。 

(m) 〔# 「(m)」 は 縦 中 横〕 

内地で 自転車屋に 奉公して いた ことが、 計らず 信吉 

の 仕 合せと なるとき が 来た。 

ソヴ エト 同盟で は、 一九二 八 年 十月から 生産 拡張の 

五 力 年 計画と いう 素晴らしい 大事 業に とりかか つてい、 



五 年間に、 つまり 一九二 八 年から 一九 三 三年の 秋まで 

に、 同 同盟の 

( 一 ) 工業 生産額 を 百 八十 三億ル —プリから 四 

百 三十 一 一億に 

(二) 農業 生産額 を 百 六十 六 億から 二百 五十八 

镜 ブ J 

(三) 電力 を 二十 一億 キロワット 時から 二百 二 

十億 キロワット 時に 

高めよう という 大計 画 だ。 一 年 一 年 予算 を 立てて 着々 

とやって いる。 

まだ アルハラの 山奥で X X 林業の 現場に 信吉が 働い 



てた 頃、 松 太が こういう こと 云った。 

「なんでも モスクワ は 今 大した 景気で、 おっつけ ァメ 

リカ 追い越す ぐれえ だとよ」 

豪勢な もんだ ナ。 ボン ャリ そう 思った だけで、 その 

ときの 信吉に はもち ろん それが 実際に はどうい うこと 

だか、 見当 もっかなかった。 

アメリカに 追いつく と 云った つて、 そう 手つ とり 早 

く、 いかに 勤勉な ソヴ エトの 労働者に だって 出来る 

こっち やない。 

五 力 年 計画 は、 ソヴ エト 同盟の 農業 や 工業 発達の 基 

礎と なる 生産 手段 = 機械 力 を ゥンと 高める のが 第一 目 



的 だ。 五 力 年 計画で は、 その 生産力で 一年に 三 割ず つ 

ソヴ エト 同盟の 全 生産が あが つ て ゆく。 

その 割で 十八 年 経つ と、 ソヴ エトの 生産 は今大 威張 

な 工業国 アメリカより 五倍 も 多くなる わけなんだ。 

今にな つて 見れば、 あんな 山ん 中に も、 みんなが 一 

生 懸命に な つ ている 五 力 年 計画の 噂 は ひろが つてた こ 

とが 信吉 にわかる。 

それに 労働者の 日当が 三 四 割が た 高まる から X X 林 

業 は 潰れる ベと 云った 源 も、 案外 的に 当った こと を 

云った。 

ソヴ エト 同盟 じ や、 労働者が 精出 し て 働き 国の 富 を 



「お父さんと お母さん は 丈夫 かね」 

「親父 は 丈夫です。 お 母 は 死んだ」 

「何で？」 

「知らない」 

「肺病 か、 それとも II 気違い じ やない か」 

医者 は 人 さし 指をコ メカ ミの ところで クル クル まわ 

して 見せた。 

「そうじゃないです」 

「 —— 子供のと き、 ひどい 病気 はしなかった かね？ I 

I …… 餓えた こた ァ ないかね？」 

単純な 恐ろしく 真実な 質問 は 信吉を 深く 感動 させた。 



四時から 十二時までの 出番に なって、 その 順で グルグ 

ルま わるんだ。 

二 

白つ ぼい 樺 板の 羽目に 赤い プラ 力— トゃ、 手描きの 

ポスタ— が 貼って ある。 

この頃 また 建て まし を やった 「鋤」 の 食堂 だ。 

果汁 液 だの 一杯 二 力 ペイ キの 茶、 ス イロ— ク (牛乳 製 

品) なん ぞを 売って る 売店の 上ん ところに、 ラジオ 拡 

声 器が つき 出て いる。 



「〔九 字 伏字〕 ？ まだ。 それとも 〔三 字 伏字〕 か？」 

と 云った。 

「〔八 字 伏字〕」 

ガヤ ガヤ みんな 一 時に 口 をき いた。 

〔四 字 伏字〕 なんだ。 

そうじゃない。 日本に は 〔十七 字 伏字〕、 〔四 字 伏字〕 

だよ、 今 は。 

「まあ、 いいや。 …… それで、 赤色 職業 組合なん か あ 

るか 9 メ— デ— にデ モンス トレ— シ ョ ンゃ るん 

か？」 

「ああ。 トラックで 一杯 〔六 字 伏字 ご 



「おめ、 おめえん とこに、 飛、 飛行機 あるかね？」 

と 吃りながら きいた。 

「勿論 ある さ！」 

信 吉はカ を いれて 答えた。 

コム ソモ— レツら しいの が 口を入れた。 

「日本の 〔四 字 伏字〕 工業技術 は 進んで るんだ。 水力 

電気 も 発達して るんだ ぜ」 

暫く、 みんな 黙って たが、 木工が、 

「おおお 前の 方 じ や、 ど、 どう だね、 大体 食糧なん ざ、 

た、 たんと あるかね？」 

忽ちす ベ ての 目が B 吉に 向つ てシ— ンと 引きし ま つ 



た。 飾りの ない とこ、 これ は 今の みんなが 注意ぶ かく 

きかずに や いられない ことなんだ。 信吉に はソヴ ェ ト 

労働者の その 心 持 も、 事情 も 親身に 察 しられる。 信吉 

自身 だって、 アルハラの 山奥から、 いいこと ずくめ を 

想像して モスクワへ 来たと きに や 食糧 難 で 実はび つ く 

リ 〕，， こん；. こ。 

「日本に 食糧 は うんと あるんだ。 だが、 どうに も 銭が 

ねえ。 …… わかる か、 俺の いう こと」 

信 吉はグ ルリと みんな を 見 まわし、 

「 —— これが、 ねえんだ」 

指で 円く 形 をして 見せた。 



職業 組合 は そのために 予定が 狂って、 ひどく 迷惑して 

るんだ。 

二 

やすり 

鉄片の 先の トンが つ た 方 を 電気 鑛 へ かまして、 モ— 

タ ー を 入れる と、 ヅノ -1 ッ！ 

忽ち 深い 螺旋が ついち まう。 

ホラ 来た。 もう 片方！ ヅノ -1 ッ！ 

軽い、 規則正しい ツイ ー ッ！ ツイ— ッ！ という 

響と 鉄が 強い マサ ッで 放つ 熱つ ぼい 活潑な 句い とがい 



鉛筆で I 卦をひ つばつ た 大判の 紙 を 見せた。 

信吉は 片手に 鉄片 を ブラ 下げた なり、 

「何 だね？」 

「五 力 年 計画 公債 を 買う 人 はこ こ へ 名 を 書 くんだ よ」 

仕事台で 並んで るグル ズスキ ー が、 撫で肩の 上から 

粘りつ こい 目つ きで チラ リ とこつ ち を 見た なり、 黙つ 

て 仕事 を つづけて る。 

信吉 は、 ピオ ニェ— ルの 出して る 紙 を ゆつ くりとり 

あげた。 

「なん ぼなん だ？」 

「一枚 五ル —プリ さ。 毎月 払い こみ やい いんだ ョ。 う 



こう 続け ざま じ や、 やり切れ ねえ。 

信 吉は思 つ た。 古く ッ から い る 者 だけが 書き や い い 

んだ。 年の 小さい ピオ ニェ— ルは、 信吉 にこと わられ 

て 困った 顔 をして いたが、 

「冗談 じ やなく サァ」 

と 云った。 

「童 II くだろ？ いくら？」 

しつつ こい。 そう 思った 拍子に、 

「俺ら ロシア 人 じ やねえ！」 

小さい ピオ ニェ ー ルは、 瞬間 平手う ち をく つたよう 



「気にする こたね え」 

グル ズスキ ー が 顔 は 仕事台へ 正面 向けた まん ま 小声 

で 慰める ように 云 つ た。 

「食堂に かか つてる 表へ みんなが 好きで 名 を 書き こ 

ん だか 9 決して そうじゃ ねえ。 スタ— リン は、 公 

債 を 買う 買わない は 自由意志 だ つ て 新聞で 云って るが、 

工場 委員会の 連中が、 見張って やが るんだ。 …… それ 

にこの 工場 じ や、 もう 一 まわり すんで るんだ」 

コ ソコソ 声で、 グル ズスキ ー がそん な こと 云 うんで 

信吉 はなお 気が 腐った。 

ボ— が 鳴 つ た。 



壁新聞の 前へ ォ— リャは 信吉を ひっぱ つてった。 

「こり や、 誰れ？」 

へえ … … 。仕事台の 前へ 立った 信吉の 写真が 壁新聞 

に 出て る。 

「おきき。 読ん だげ るから。 

われわれの 工場の 旋盤 部へ、 はじめて 一人 日本の 

若者が 入って 来た。 セ リサ ヮ. シン キチ。 二十 二 

歳 だ。 貧農の 三番 息子 だ。 アルハラの XX 林業で 

働いて いたが、 そこで ソヴ エト 同盟の 労働者が ど 

ん なに 募して いるかと いう 話 をき いた。 モスクワ 

へ 逃げて 来た。 旅券な しだった。 



字 伏字〕 区別なん ぞな いんだ。 そうだろ？」 

「俺 は …… 」 

「わかって るよ。 ブル ジ ユアの 魔法 さ」 

ォ ー リャ は、 信吉の 顔の 前で、 艷々 した 唇 を トンが 

ら かして 呪文 をと なえる 真似 をした。 そして 笑い出し 

た。 

「さ、 握手しょう！」 

信 吉 〔# 「信 吉」 は 底本で は 「信者」 と 誤植〕 はしつ か 

り、 細い、 だが 力の ある ォ— リャの 手 を 握った。 

「さきへ 行って、 食堂ん とこで 待つ といで。 いい？ 

私、 コー リャ よんで 来て やる から。 あの 子、 がっかり 



楊柳が 濃い 枝 を 水へ つけ、 水ぎ わの ベンチに 年と つ 

た 夫婦が 腰かけて 日没の モスクワ 河 を 眺めて る。 

ォ ー ルを あげて 浮いて いる ボ —， ^が あ つち こつ ちに 

あった。 どの ボ ー ト にも 男女の 上に も、 いっぱいの 西 

日 だ。 

河の 上の 西日 は 大して 暑くない。 —— 

「なに？」 

ァグ ー シャ が、 アンナの 目 交ぜに ききかえし、 訝し 

そうに 自分の 膝の 下で 寝ころが つ てる 信 吉の顔 を 見下 

した。 が、 彼女の 口元 も アンナと 同じように だんだん 

微笑で ゆるんだ。 



リ やって ヒョィ と 指 を 立てた。 

「お前 だ！」 

ァグ— シャを さした。 

「韋 .一 う | 

「そうじゃな いよ！」 

「さ ァ、 さァ、 もう 一 遍だ」 

ピシャ リ！ 

「そら、 今度 こそ 当った！ お前 だよ」 

アンナ を さした。 誰かが キ ー キ— 声で、 

「お前、 どうしてき つ と 女が 自分 を 打た なきやな らん 

もんとき めて るんだ！ 変な 奴！」 



赤い 燈 がつ いてる。 むこう 岸の 職業 組合 ボ— ト繫留 所 

の 屋根に は 青色 ランプ だ。 後 を 絶 間な く 喋ったり 歌つ 

さざなみ 

たりして 人が 通る が、 気がしず まって 来る と 河の 漣 

が コ ンクリ ） ^にあた る 静かな 音 もき こえる。 

「誰が 鬼」 で 貰った 煙草 を ポケットから ひっぱり 出し、 

隣の 男に 火 を もらって、 信吉 はう まそう に 吸った。 

何 か 後で 云つ てる女の 声に きき 覚えが ある。 振 向 こ 

うとした 拍子に、 目 かくし をされ た。 

ァグ ー シャ— …… だが —— 、 本能 的に 自分の 目 を 抑 

えた 女の手 頸 を 握りながら 信吉は 考えた。 太 さが 違う。 

そう 云えば 目の 上に のって る 両方の 手 だって、 いやに 



小さい。 

若し か、 …… 信 吉は危 く、 

ォ ー リャ！ 

と 叫びそう にした。 そのと き櫟 つたく 唇 を 耳の そばへ 

もって 来て 柔 かい 息と 一 緒に、 

「_ —— 当てて 御覧。 だ あれ？」 

「ああ、 お前 か！」 

信吉 はが ッか りして 大きな 声 を 出した。 女 はなお 手 

で 信 吉の眼 を 抑えた まん ま 甘えて 足踏みす るよう な 調 

子で、 

「だれ さ」 



「公園 あるかい？」 

「ある さ」 

「フ ー, r …… ね、 きかしと くれ」 

バチンと 白粉 入れ を フタしながら 急に 勢 こんで ァク 

リ ー ナ がきいた。 

「お前の 国の 女、 奇麗 かい？」 

「奇麗な の も、 きれいで な いのも いら あ」 

「 …… お前、 何 足 絹の 靴下 もって 来た？」 

「絹の 靴下？」 

ルバ— シカ 一 枚の 胸へ ぴったり 若い 女の 体 をく つ つ 

けられ 少なからず 堅くな りながら 正面 向いて 返事して 



で 囁いた。 

「あっちへ …… 森へ I 」 

ァ— ク燈に 数多い 葉の 表 を 照らされ 菩提樹の 下 は 暗 

い。 落葉 や 小枝 をピ シピシ 靴の 下で 踏みながら ァク 

リ ー ナが 先へ 立って 茂みの 奥へ 奥へ と 行く。 信 吉の気 

分が そう やって 歩いて るう ちに ハツ キリと して 来た。 

それと 同時に 遠方の クラ リオ ネットの 音が 耳に ついて 

来た。 

「おい」 

ァクリ —ナは サッサ 歩いて く。 

「おい」 



ところが、 若い 二人の 男 は トランク を 開けて 中を検 

ベる とそれ を パタンと フタして わきへ どけ、 封印なん 

ゝ ノ ヽ o 

力し る レ 

藤づる 籠の 古着の 下から 三本 ブラン デ— の 瓶が 出て 

来た。 それ を 中年の 男が 受けと つて 卓子の 上へ キ チン 

と 並べた。 

いつの 間に やら 信吉 のま わり は、 同じ 廊下の 幾つ も 

の 借 室から 出て 来た 男女で 一 杯 だ。 

「何 だい？」 

次々 に ヒソヒ ソ信吉 に 訊いた。 

「知らない」 



は 強い 酒の 密売で 拘引され たんです。 …… 知って なさ 

る 通り、 ソヴ エト は 勤労者の 規律の ために 強い 酒 を 売 

るの を 禁じて いるんで すから」 

階段 を 下り かけて、 彼女 は、 

「ああ、 ちょ つ と」 

と 信吉を 呼んだ。 

「お前さんの 室 主 は 若しかしたら 数 力 月 帰って来まい 

から、 室 代 は 直接 住宅 管理 部へ 払って 下さい」 

「 —— 一 本の 歯に なり やその 一 本で ソヴ エトに 嚙 みつ 

こうと しゃがる」 

僧々 しげに、 隣に did ん でる ブリキ 屋が 室へ かえりな 



人波の 中から、 

「カァ 1 チヤ …… 」 

いかにも 調子よ く ひっぱった 若い 女の 呼び声が 起つ 

て 両側の 建物に 反響した。 ヒラリ と 三階の 一 つの 窓 か 

ら 若い 女が 上半身 のぞけ た。 

「今す ぐゥ ！」 

そして、 消えた。 

「可愛い 小 母ち やん 

早くして くれ 

お 粥が こぼれる ょゥ」 

からか 

まだ 暑くない 朝日 を 受けて 陽気に 揶揄って 笑う 男た 



ちの 声が 絶 間ない 跫 音の 間にす る。 

信吉は 群集に 混つ て 同じ 方向に 歩いて いる 瘠せた ェ 

\1チ こ K ヽ 」 こ。 

レ フ { 言 レ i/ 

「 …… お前 どこまで 行 くんだ い」 

「今 は 店へ 行って、 それから 赤 坊を托 児 所へ つれてく 

ん だよ」 

「ふ— む。 …… この頃 は 預けて るの か？」 

せん 

「 —— ここらの 人 みんな 頼んで る もの …… 私 先、 おつ 

かな かったん だよ、 —— だって、 政府に 世話して 貰う 

なんて …… 」 

この 女が こんな 微笑み を洩す こと も あるかと 思う 清 



ら かな 微笑み を エレ— ナは 唇に 浮べた。 そして 云った。 

「 —— ねえ …… 何故 人間つ て 知らない こと は 何でも、 

いいこと でもお つ かなが る もんなん だろう …… 」 

S 〔# 「(が)」 は 縦 中 横〕 

暑い 真昼 だ。 

「鋤」 の 旋盤 第三 交代の 連中が、 食堂の 北側の 曰かげ 

に 転って る古ボ イラ— のま わりで 喋く つてる。 だんだ 



う 書いて 出 すんだ。 …… 国防 飛行 化学 協会の クラブ 図 

書 室へ 行って 見な、 ある ぜ。 その イギリスの 新聞が」 

みんな 黙った。 暫くす ると、 キャラメルの 唾 を 吸い 

こみ 吸い こみ、 

「フン！」 

とァ— 二 ャが顎 を つ き 出した。 

「じ や 大方 イギリスの 資本家 は、 さんざつ ぱら 合理化 

して チヨ ンビリ 残した 労働者 を 一 人 一 人馬 車へ でも 

の つけて 運んで るんだ ろ！」 

フ ヽヽヽ ヽヽヽ o 

广- ノノノ ノノノ 

「でかした 小 母ち やん！」 



、<7 かく 飲んだ 

飲む と、 手の甲で 口の端 を 拭き、 

「ドレ …… 」 

立って つた。 

互 同士の 間で も、 連中 は 牛乳の 足りない ことにつ い 

ちゃ、 悪態 もっかなかった し 愚痴 もこ ぼさない。 ただ 

い つもより 喋らなかった だけ だ。 

ジッと 見て いて、 信吉は 思わず 自分 もシッ カリ 立ち 

上った。 

裏の 広つ ぱ では ギ ラギラ 光る 碧い 空へ 向って 起重機 

の 黒い 動かない 腕が 突出て る。 



グルズ スキ— はプ— ッと 地べたへ 唾して 行つ ちまつ 

た。 信吉は 笑って る。 

信吉が 指さした 広つ ぱの 端れ に は、 荷馬車から はな 

された 馬が いる。 馬 は 糞 をして る。 

燦く 碧空で、 屑の 中から 有用な もの を 掘り出し てる 

無数の 人間の 上で、 飛行機の プロペラが 唸って る。 I 



二 

全 露 共産党中央委員会 書記が 「プラウダ」 に 報告 を 



書いた。 

何故 ソヴ エト 同盟に は 食糧 困難が あるか？ なる ほ 

どソヴ エト 農民が 昔 は 食わずに 売って いた バタ や 肉 • 

卵 を 自分のと ころで も 食うよう になって 来た。 だが、 

農村の そういう 生活 向上 は、 解放され たプ ロレ タリ 

ァ ー ト 国家と して 非難すべき ことだろう か？ 否。 実 

によろ こぶべき 事実 だ。 

ソヴ ェ ト全 同盟の 労働者 農民の 営養 はも つ とも つ と 

高められなければ ならない。 

五 力 年 計画 はこの 領域に も 手 をのば し、 農産物の 増 

加と 価格の 低下で、 現在 一人 当り 四 九. 一 キログラム 



に^ 菜 類を豊 {: 田に 大衆 へ 行き ぽらす 程度に ど の 集団 農 

場 も 発達して いると は 云えない。 

最も 市場に 売り出せる 余分の 農産 品 を もっている 富 

農 は、 ソヴ エト 権力が 益々 社会主義 的 前進 をし、 急速 

に 資本主義 的 要素 を 排撃す るのに 反抗し、 あらゆる 方 

法で、 ソ ヴヱト 経済 を 乱そうと している。 富農の 売却 

サボ タ ー ジュ が、 野菜 その他の 欠乏に 重大な 役割 を演 

じている の だ。 

〔三 字 伏字〕 大衆と 党との 協力に よる 力強い 農業の 

集団 化、 機械化に よって だけ、 プロレタリア 経済に 必 

要な 農産物の 供給 は、 富農の 力 を 借りる 必要な く 行わ 



口数の 少ぃォ —リャ までが 云った。 

「『金属』 の 休みの 家で は、 でも、 まだまだ よく 食べさ 

せる つて さ。 野菜で も 肉で も フンダン だって さ」 

^ -— シャが 読ん じ まっても、 みんな 暫く 黙って る。 

頻リと 爪 をかん でた ノ ー ソフが 不意に、 

「ね、 おい！」 

例の ャブ 睨みに なり かけた ような 眼つ きで 云った。 

「 …… 区の 消費 組合 監督 委員た ち は 一 体 何して るんだ 

ネ」 

「 …… 知らないよ。 知る の は 容易な こっち やない よ」 

ァ— ニヤが プンと 答えた。 



「 —— 大方、 マカロニと 石鹼 とくつつ けて 置い ちゃ、 

匂いが つい て 食えません よ つ て 監督して るんだ ろ」 

信吉 は^ -1 シャ から 新聞 を うけとり、 膝の 上へ ひろ 

げてゥ ンサ、 ゥンサ 一行 二 行と 綴字 を迪 つて、 読まれ 

た 論文の よみ 直し を やって る。 

区の 「コム ソモ— ルの 家」 に 文盲 撲滅の 講習会が 開 

かれて いる。 信吉 はー晚 おきに 欠かさず 通い、 どうや 

ら 読める ようになった ところ だ。 

新しい 世界が 信吉の 前へ 一 層 深く ひらき かけて る。 

ォ ー リャの 声 だ。 

「われわれん ところ じ や、 随分 『機能 清掃』 が やられ 



てる けれど、 まだ 消費 組合の 内 じ や、 バタの 大きい 塊 

リが 頭の 黒い 鼠に ひかれた りす るんだ」 

信吉 は、 昨日 ァグ— シャ から 聞いた 話 を 思い出して 

云った。 

「_ I 『赤い 口— ザ』 じ や 工場ん 中の 女 代議員が、 消 

費 組合 監督 の 突撃 隊を こしらえた そうだ ぜ」 

「 …… あすこ はド ダイ 女が 多 いんだ」 

「ちょ つ と！」 

ォ— リャ が、 のリ 出して 強い 美しい 目で 皆をグ ルリ 

と 見た。 

「そういう 問題に 男と 女の 区別が ある？ まして、 直 



接 大衆の 食糧 問題と 結びつい てると き、 男と 女の 区別 

が ある？」 

「異議な ァし！ タヮ— リシ チ！」 

ャ ー シャが 半分 冗談み たいに、 陽気に 叫んだ。 

「これ は、 階級 的な 問題 だ。 ォカミ さんだ けの 問題 

じ やない。 ソヴ エト 経済の 社会化に 結びついた プ ロレ 

タ リア— ト 大衆の 問題 だ —— 」 

つぐ 

が、 そこまで 云う と 急に -l シ ャはピ タリと ロを噤 

み、 顔つき を かえた。 真面目な 声に なって 相談す るよ 

うに 云った。 

「だが —— 何故 『鋤』 工場で も、 食糧配給 監督の 突撃 



隊を こしらえ ちゃ ぃけなぃんだ？」 

「J^ -— シャ！ いいこと 思いついた！ ほんと に、 何 

故 われわれん とこで、 食糧配給 監督 を やる ことに 思い 

つかな かったんだろう！」 

キラ キラ 輝く 顔に なって、 ォ ー リャが 手を叩いた。 

r,^ -— シャ！ いい わ。 ス テキ だよ、 やろう！ え？ 

やろう！ どう？ みんな？」 

「ふむ」 

ノ — ソフ が、 ゆっくり 頭を搔 きながら 満足げ に 呻つ 

た。 

「こり や、 プロレタリア ー トの 自発性 だ」 



「そうだと も！ われわれ は 積極的に やらな くつち や。 

直ぐ みんなに この こと 話そう！」 

「待ちな」 

^ -1 シャ が、 半袖 シャツから つき 出て いる ガン 丈な 

腕 を 曲げて 金網 を かぶせた 時計 を 見た。 

「これから じ や 間に合わない。 帰りに しょう。 所持品 

棚のと ころへ はどうせ みんな 来 るんだ」 

「そいで さ、 交代の 連中 だって 一緒に 聞く もん、 なお 

いいや」 

勢づ いた ァ ー ニヤが 信吉の 髪の毛 を ひっぱった。 

「こんなに 真黒な 毛 生やし てても、 為になる こと も覚 



えて るんだ ね」 

「俺ら 直ぐ アジ プロ 部へ 行って 来る」 

^ -1 シャ は、 はじめ 歩いて いたが 見て いるう ちに だ 

ん だん 大股に なり、 とうとう 駆け出した。 駆けて 作業 

場の 建物の 角 を 事務所の 方へ 曲った。 

二 

コム ソモ— レツ、 -— シャが 大きな 紙に 赤 インキで 

書いた ビラ を 両手で もって やって来た。 仕事場の 横の、 

生産 予定表 だの、 小さい 壁新聞 だのの 張って ある 壁に 



わざわざ 仕事台 から 離れて ビラ を 壁のと ころまで 読 

みに 行く 者 も ある。 

読ん じ まっても、 みんな、 すぐに は 行つ ちまわない。 

党員で、 職長の ペトロフまで ゆっくり 奥から 出て 来て、 

ビラの 前へ 立った。 

「こり や、 いい 思いつき だ」 

もう 一 遍 よみかえして 見て、 

「_ —— ほかの 職場 連中 知って るの か ネ？」 

ァ— ニヤ がゴ シゴ シ 手鑪を つかいながら、 暑気 を 震 

わすよう な 甲高い 自信の ある 声で 返事して る。 

「グ ー ロフ がかけ ずり まわ つてる ョ」 



確に ビラ は 金的 を 射た。 みんなの 注意 を ひきつけた。 

丸 まつち い 鼻の 頭から 下瞼の 辺に かけて 粒々 汗をか 

きながら 赤い ムッ ッリ した 顔して 信吉は 働いて る。 が、 

ビラに よって 起った 職場の みんなの 心 持の 反応 は、 信 

吉に 一つ一つ ハツ キリ 感じられる。 

実のところ、 信吉は 人に 知れない 初めて 経験す る 一 

種の 亢奮に つかまれて いるの だ。 

ソヴ エト 消費 組合の 活動に 向って 大衆 を 招集し、 監 

督 鼓舞すべき 任務 を 示した 論文が 「プラウダ」 に出た。 

それを昼休みに^ -— シャ がみん なに 読んで きかせた か 

ら では あるが、 「赤い 口 ー ザ」 に 消費 組合 監督の 突撃 隊 



体ば かりく ねらせて、 五 力 年 計画なん ぞ、 ビ— ィ だと 

云った 風の 女 もい る。 —— 

ッ ウイ 1 ッ！ 

ッ ウイ 1 ッ！ 

ひょいと 気がついて 見る と、 足 許に もういい 加減 

ォ ー リャ へま わす 分の 締 金が たまって る。 

信吉 は、 モ ー タ ー を 切り、 首 を ねじむけて ォ ー リャ 

を 呼ぼうと した。 が、 ォ— リャ はォ— リャ で、 また 頻 

りに 何 か 考えながら 働いて る 様子 だ。 

ォ カッパ の 髪 を 包んだ 赤い 布の 片方の 端 を 上 被りの 

肩へ 垂らし、 鑪へ 調子つ けて かかりながら、 心 持 眉 を 



「お— い、 誰か 鉛筆 もってな いか？」 

幾重 もの 人垣の 中に 脚の ガタ つ いた テ— ブルが 軋ん 

で る。 労働 通信員 グ ー 口 フが襟 あき シャツの ポケット 

じゅう を 探りながら 怒鳴つ てる。 

「おい、 鉛筆 …… 」 

「ホラよ」 

テ— ブルの 前へ 突立って いた ャ— シャ が、 金網 を か 

ぶせ た 腕時計 を視 いた。 ちょっと 爪立つ ような 恰好で 

テ— ブルへ 手 を かけ、 

r タヮ— リシ チ！」 



喋り はじめた。 

「シ ッ！」 

「シ ッ！」 

「 —— 静かに しね かってば！」 

き やた つ 

バッ タン！ 誰かが 後で 脚立 を ひっくりかえした。 

入口から は、 肩へ 長い 手拭い を ひっかけ、 その 端で 

頸 ねっこ を 拭きながら、 まだ 濡れた 髪の 束 を 額の 前へ 

たらした のが、 ゆっくり 靴 を ひきずって やって来る。 

^ -1 シャ は、 はじめ 遠く そっちの 方 を、 だんだん、 

人垣の 真中 ごろへ 目 をつ けながら 喋り 出した。 

「タヮ ー リシ チ！ 昨今 われわれ ソヴ エト 同盟で、 一 



瞬間、 同じよう にきき 飽きた、 熱して いる 喋りて と 

ハグれ た 気分が ス ー ッ とみんな の 間に 流れる のが、 信 

吉に 感じられた。 

^ -1 シャ は、 それに 拘泥せ ず 巧に 「プラウダ」 の 文 

句 を 引用しながら みんなに、 富農が 作物 を 出し渋って 

る こと、 運輸 状態が 円滑に 行われて いない こと 等 を 説 

明した。 

r タヮ ー リシ チ、 兄弟！ われわれ は 一九二 八 年の 官 

僚 主義 撲滅のと き、 どんな 光輝 ある 活動 をした か！ 

覚えて るか？ みんな！ チヨ ビ髯の 工場 委員会 書記 

が、 どんな ザ マして ォッ 払われた か、 覚えて るか？」 



肩で 人垣 を わけながら、 大きな 髭 を もった 男が テ— 

ブルの わきへ 出て 来た。 

「俺 は、 第二 交代 だ。 ひと 言 云わして くれ」 

手の甲で 口の端 を 了 かきし、 変に 顔 を 外方へ 向ける 

ような 反抗的な 姿勢で 云い 出した。 

「兄弟！ 俺 はこうい う 疑問 を もって るんだ。 長い こ 

ともって るんだ。 われわれ 生産に 従事す る 労働者に 食 

糧が 足りね えとき、 何故 国家 保安 部 の 消費 組合 だけ は 

フンダンに 物 を もつ てるの か？ 

何故 外国人 だけ、 特別の 切符で しこた まもの を 食う 

ことが 許されて るの か 9 俺 はこれ に 答えて 貰いて 



ん だ！」 

労働 通信員 グ — ロフ は、 額のと こへ 太い 青筋 を 浮き 

上らし、 盛に 左の 手の 爪 を かみながら テ— ブルへ 腹 を 

押しつけ 紙 切に 何 か 書きつ けて る。 

ァクリ —ナ が、 窓枠へ 腰かけ 両手 を つっぱった まま 

叫んだ。 

「私 は 労働 婦人と して 云 うんだ けれど、 全く この頃の 

消費 組合ったら なつち やい やしない！ きのう 塩漬 

キヤ ベジ を 百 グラム 買う のに、 何分 列に 立た せられた 

と 思う？ レ ー 二 ンは女 を 台所から 解放し ろと 云 つ た _ 

レ ー ニンが 死んで 何年 立つ？ 列 は 長くなる ばっかり 



で、 そこに 立って るの はいつ だって 女なん だ！」 

キラ キラす る 黒い 眼 をせ わしく 瞬いて 一 気に 云い 終 

ると、 ァクリ —ナ は、 フンと 云うよう に 細い 肩 を もち 

上げた。 そして、 並んで かけて る 男から タバコ を 貰つ 

て 吸い出した。 

^ „•— シャが 落着き はらって るのに、 信吉 は、 びつ く 

りした。 心 持 頭 を かしげ、 ジッと 注意ぶ かく それぞれ 

の 言葉 をき き 分けてい る。 

「あの ゥ …… 私 も 云わして 貰える かしら」 

箒 を わきに 立て かけて、 四十 がらみ の 掃除 女 だ。 

「 …… 職場の もんじ やな いんだ けれど —— 」 



「話 はこれ だけです。 —— 私 は、 われわれん ところで 

消費 組合 はい つも キッ チリ 働いて ると は 限らない つ て 

こと を 云いた かったんです」 

聴衆の 中が ガヤつ いて 根の 深いと ころから 揺れ 出し 

た。 

「管理が うまく 行って ねえんだ！」 

「政府 だって、 うまく 管理して ると は 云えね え」 

r タヮ ー リシ チ！」 

信吉 は、 思わず 目と 耳と を ひった てた。 ォ— リャ 

だ！ 

「タヮ —リシ チ。 マル ー シャは 確に われわれに 一 つの 



字 伏字〕 する 通りに、 自分の ソヴ エト 権力に 向って 反 

抗 する だろうと、 それ を 待って るんで す！ 

五 力 年 計画 を、 万ガ 〔# 「ガ」 は 下付き 小文字 U 一 にも 

投げち やう かも 知れない。 そう 思って 待って るんで す。 

われわれ は、 奴等の 期待に 添う だろう か？ 

いいや！ 絶対に"： 

われわれ は 『十月』 を ひとの ためにし たんじ やない！ 

ソヴ エト 権力 は、 われわれの ものなん です！」 

轟く 拍手が 湧き起った。 

熱誠 を こめた ォ ー リャの 言葉 は、 時間 を 忘れさせた。 

r タヮ— リシ チ！ どうして われわれが 自身の 政府 を 



助ける の をィャ がるよう な ことがある でしよう 5: 政 

府 がわれ われ を 助け るん じ やない。 われわれが ソヴェ 

ト 政府 を 助け るんで す。 プロレタリア ） ^の あらゆる 

智慧と 忍耐と、 何より 大切な 階級 的 自発性で、 レ ー 二 

ンの 党、 われわれの 〔四 字 伏字〕 共産党 を 助け 社会 主 

義を 達成 させな けり やなら な いんです！ ソヴ エト 同 

盟の 成功 を 待ち望んで いる 〔十一 字 伏字〕 のために そ 

うしなければ ならな いんです！」 

まじり 気ない、 灼 きつく 歓喜の 拍手に 送られて、 ォ— 

リャは 信吉が 突立 つ ている 隅へ 引 こんで 来た。 

ォ ー リャ は信吉 がそ こにいる ことに 気づかない。 然 



ノ ー ソフが 少し 喋る。 ポ ッリ、 ポ ッリ、 職長、 党員の 

ペトロフが 目立たない 言葉 を 挾んだ。 —— みんなが 上 

手く 喋る どころ か！ ノ ー ソフの 奴、 勢 こんで、 

r タヮ— リシ チ！」 

と、 とび 出した はいいが、 いきなり 次の 言葉に つつか 

えて、 

「どうした 蓄音器！ こわれた か！」 

彌 次ら れて真 赤に なった ぐらいの もんだ。 

それでも、 みんなの 切れ切れな 言葉に は、 底に 決し 

て 千切れない、 強靭な、 明瞭な ものが 流れて いて、 黒 

い 力が 溢れそう になる とひと りで そこへ 行って 堤に な 



る。 ズリ 落ちそう になる と、 引き上げる。 

口で 云えない 伸縮自在な、 共通な 力 を もっている。 

その 力 を 感じる と、 例えば 信吉 自身 だ。 人前に 出せる 

ロシア語 じ やない の だが、 それ を も 忘れ、 何 か 云いた 

い、 何とか 云いたい ものが グイ グイ 腹ん 中から 湧き 

上 つ て 来る みたい な 頼もしい 心 持になる の だ。 

(こないだ、 鍛冶 部の 連中が、 不平 を 鳴らさず 半コッ 

プの 牛乳 を 飲み干した 時の 様子から も、 信吉は 無言の、 

この 力 を 感じた。) 

次から 次へ と、 そういう 心 持が 呼び 醒 まされ、 現に 

どう だ。 



最後の しめくくりに J? -— シャ が、 一言 一言、 ききて 

全体の 心へ 打ち こむ ように、 消費 組合 監督 突撃 隊 組織 

とその 〔三 字 伏字〕 任務に ついて 話して る 今、 所持品 

置 場の 内外に 溢れた いろんな 髪 色の 頭 は、 てんでに 別 

な ことで も 考えて るか？ 

いや、 いや。 

信吉は 自分 を もこめ て、 みんなが 見えない 力に 引き 

まとめられ 故障な く コム ソモ ー レツ、 -— シャの 提議 

を 理解して いるの を 感じた。 

「だから、 タヮ ー リシ チ！ 実によ く 分った と 思 うん 

だ。 現在 ソヴ エト 同盟に ある 食糧 困難が、 五 力 年 計画 



ゥラ 1 ァ ァァァ 

ゥラ 1 ァ ァァァ 

煙草の 煙と 西日と に 梳かれ た 暑い 空気が みんなの 頭 

かがや 

の 上で 一斉に 耀き、 震えた。 

「さ ァ、 タヮ ー リシ チ！ ところで 誰が 突撃 隊 になる 

か？ 手上げて 見て くれ！」 

鱸て みんな 一緒に 笑い出しながら、 信吉も 自分の 手 

を 下した。 

そのと きまで、 手なん ぞ 上げそう にもなかった ァク 

リ ー ナ まで、 力んだ 顔して 窓枠の 上から 右手 を 突出し 

て やが る！ ハツ ハツ ハ！ 



き、 働き、 演説 をし、 モスクワ は 一刻 も ゆるまず 前進 

している。 —— 

信吉は 「鋤」 の 突撃 隊に 入って から、 また 知らな かつ 

た モスクワ を 発見した。 

モスクワに あるの は、 部分的な 景気なん ぞじ やない _ 

いっかど かんと 下る かも 知れない 景気 なんても のじ や 

ない。 ハツ キリ 方針が あって、 そこへ 極めて 計画的に 

ジリ • ジリと 社会 全体が のしあがって 行って るんだ。 

トラックへ のったり、 てく つたり して、 「鋤」 の 突撃 

隊は いろんな 工場 や、 生産組合 事務所 や 区ソヴ エトへ 

接触した。 



事情が こん がらかった とき、 突撃 隊の 連中に 勝 味 を 与 

える の は、 いつも 例の、 柔軟な、 どんなに 曲げても、 

ヒッぱ たいても 千切れつ こない 共通の 力と、 見通し だ。 

お -1 シャ が、 自分より 倍 も 年長な、 堂々 楔髯 をつ け 

女 秘書 を つれた 生産組合 部長に 悠々、 うわてに さえ 出 

る。 その自信を^ -I シャに 与える の は、 何 か？ 

工場から 帰って来 ると、 信吉は 自分の 室の 寝台に 仰 

向に ころがって、 よく その 日の 出来事、 些細な 言葉と 

か 心に のこ つ てる 印象な ど を 考える 癖が つ いた。 

後で、 ひとりでに 思い出せる ような 際だった 事柄 を 

たどって 見る と、 キット、 どん づ まり は、 光みたい に 



「どうし サ、 みんな たっぷり 汁 をのんだ よ！」 

顔 も あげず、 ぺ ー チヤ は 赤い 紙 を きりぬき つづけて 

る。 だんだん 人間の 横顔ら しい ものが ハツ キリして 来 

た。 

「 —— レ— ニン だね」 

「うん」 

襟のと ころで レ ー ニンの 顔と 向い合わせの 一 つづき 

に、 もう 一 つ 別の 顔 をき リ はじめた。 —— マルクスに 

しちや 髯 がない。 

「そっち は 誰 だい？」 

r リ— プ クネヒト さ 九月 第 一 日曜の 国際 青年 
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